別紙１－（２）

【被災組合等復興推進モデル事業】による本会支援事業実施例

◆事例１＜販促事業と販売力強化について＞

	主業種
	小売業

	支援対象とした計画の概要・目的等
	震災後の人口減少や、商業環境の変化により、土日の売上確保が喫緊の課題であった。地域生活者に支持されて存続していくため、さらなる集客強化や店舗の販売力の強化に取り組むものである。

	支援対象経費
	専門家謝金、専門家旅費

	活用専門家
	デザイナー、接遇マナー講師

	支援内容
	若年層、主に子育て世代の女性の集客を図る為、有効な広告手段としてのLINEの公式アカウントの開設に向けた専門家指導を実施し、LINE会員限定のイベントを企画した。また、集客効果を検証する為、DMリストの基準を金額ベースから来店頻度等を重視したものに見直しを図り、店舗内レイアウトや商品配置を検討した。併せて、顧客満足感を高める為、従業員に向けて接客接遇研修を実施した。


◆事例２＜生産現場改善指導＞

	主業種
	水産加工業

	支援対象とした計画の概要・目的等
	震災復興に係り、施設や人材の有効活用を図る為に生産性を向上させることが課題であった。構成員の発展のため、生産工程管理や生産現場での作業における動線等の見直しを図るものである。

	支援対象経費
	専門家謝金、専門家旅費

	活用専門家
	コンサルタント

	支援内容
	　各現場での生産性向上を図る為、専門家による改善指導を実施したもの。実際の現場での動線や機器の配列を確認し、ヒト・モノの配置や動きに無駄はないかを検討し改善した。
また、沿岸地域への改善手法波及のため講習会を実施し、各現場での改善事例と、その成果を共有した。


◆事例３＜地域の特産品に係るブランド化の推進＞
	主業種
	小売業

	支援対象とした計画の概要・目的等
	当該地域で生産される特産品は、全国規模の品評会で最高賞を多数受賞するなど、品質の高さに定評があったが認知度は芳しくない状況であった。また、風評被害による消費量減少や市場価格の低迷も逆風となっており、特産品のブランド化によるマーケティング戦略の策定を推進する。

	支援対象経費
	専門家謝金、専門家旅費

	活用専門家
	デザイナー、シェフ

	支援内容
	専門家指導のもと、既存商品を整理し、プレミアム版の商品開発について検討した。品質の裏付けとして、生産者名をラベル付けするパッケージを開発。また、有名シェフにレシピ開発の指導を仰ぎ、優れた品質や手軽な調理方法を伝えるリーフレットを作成。今後は、インフルエンサー・マーケティングとして国内トップシェフへのサンプル提供や地元飲食店と連携したブランド浸透策などを展開していく。


◆事例４＜キャンドル制作技術の習得＞
	主業種
	商店街

	支援対象とした計画の概要・目的等
	災害からの復旧復興過程で培われた絆や防災意識をさらに深化させるとともに、商店街の賑わいを醸成させることを目的として、新たな仕掛けづくりを推進する。親子でキャンドル作りを行うワークショップを開催し、制作したキャンドルを商店街に設置することで、商店街の認知度向上につなげる。

	支援対象経費
	専門家謝金、専門家旅費

	活用専門家
	キャンドルインストラクター

	支援内容
	専門家による実技指導の下、キャンドルの基礎知識やキャンドルを灯す効果等について理解を深めるとともに、キャンドル制作技術を学び製品の完成度を高めた。ワークショップでは、告知効果もあり多数の参加があり、商店街としても若年層など新たな客層の獲得につながった。


